
針を打ち出す部分（マガジンの先端）を下の台に接地さ
せた状態で、一番上のカバー（赤または白）を親指で左右
に広げ、上に持ち上げます。

ドライバアームを外します。

赤色または白色の部品（プッシャスイッチ）をバネごとねじ
るように回転させて、取り外します。

マガジンを持ち下に下げた状態で、黒いピン①をドライバ
等で押し出して、抜き取ります。

ピン②をドライバ等で押し出して、抜き取ります。

ピン① ピン②

先端部分を支点にしてハンドルを回転させ、上に外します。 カバーを反対側へ回転させ、外します。 本体後方のスイッチを押して、マガジンが出た状態にします。 ピン③をドライバ等で押し出して、抜き取ります。

※注意

中のバネが飛び
出さないよう、金
属の部品を上から
軽く押さえながら
行ってください。

ピンをドライバ等で押し出して、抜き取ります。

白色の部品（バネガイド）の後端を持ち、前方を支点にして回
転させるようにして外します。

※注意※
中の細いバネが
飛び出さないよう、
軽く押さえながら
行ってください。

１０の白い部品（バネガイド）を外すと、ステープルカバーと
バネが外れます。
続いて、ドライバを上方向に抜き出し、取り外します。

ドライバ

ステープルカ

バネ

マガジンを前方へ引き出し、取り外します。

マガジン

赤色または白色の部品（プッシャスイッチ）からバネを抜き
取り、「Ａ」の分解は完了です。

※参考
指をかける位置は、上カバー（ハンドルカバー）のつけ根あ
たりです。

スイッチ
ドライバアーム

カバー

ハンドル

Ｂ

Ａ

Ａ
の
分
解

リンク

プッシャスイッチ

HD-11UFL 分解手順

※「マガジン」

注意事項

①分別作業をする前には必ず本体内部（マガジン内）に残っている針を取り除いてから作業を始めてください。怪我の原因になります。

②分別作業をする際には必ず手袋を着用して作業を行ってください。怪我の原因になります。

③中に入っているばねが飛び出す恐れがあります。本体は持ち上げず、机の上に置いて作業を行ってください。

用意するもの

①マイナスドライバー

②手袋

1

※参考

手だけで外しにくい場合は、両側へドライバーを差し込むこ

とで、カバーを左右に開いてください。

※参考

カバーを持ち上げる際は、先端を下げ、後方を持ち上げる

ようにして外します。

2 ピンを外す① 3 ピンを外す②

4 5 カバーを外す 6 カバーを外す 7 ドライバーアームを外す

8 9 10 バネガイドを外す

11 ドライバを外す 12 マガジンを外す 13 プッシャスイッチを外す



Ｂの内部からバネを取り外します。

反対側も同じように、金属部品とプラ部品の隙間にド
ライバを挿入し、ドライバをプラ部品側に倒します。

金属部品の反対側にも、プラ部品のツメがかかっ
ているので、左右に開くようにして外します。

黒い部品（スライダ）を奥へスライドさせてから、
上方に取り外します。

スライダプレートの図の位置をドライバで押して回
転させ、外します。

金属部品とプラ部品の隙間に挿入したドライバをプ
ラ部品側に倒します。

前方の滑り止めゴムを、前方に引張って外します。 後方の滑り止めゴムを、同様に引っ張って外します。

黒い部品の中にあるバネを、ドライバの先端で拾い出し
ます。
※このとき、強く押し縮めると、バネが飛び出すことがある
ので注意してください。

Ｂ’から、茶色または紺色の部品（クリンチャカバー）
を取り外します。

バネ

Ｂ

Ａ Ｂ裏面の金属部品とプラ部品の隙間にドライバを
挿入します。

クリンチャカバー

スライダ

スライダプレート

以上で、「Ｂ」の分解は完了です。

B

の
分
解

15 16

17 18 19

20

Ｂ’

21 前方のゴムを外す 22 後方のゴムを外す 23 バネを取り外す

24 スライダを外す 25 スライダプレートを外す
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